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細菌は直流の膜電位でもって鞭毛を駆動することにより高いエネルギー変換効率でもっ

て自律的な運動を行っている。それに対して、mm 以下のスケールで、直流電位で安定に動

作するような運動系を人工的に構成することは未だ出来ておらず、生物並みの機能を如何

に実現するかは未到達の課題となっている。我々はこれまでに、油相中、一定の直流電場下

でミクロ水滴が電極間で滑らかな往復運動や回転運動を引き起すことを報告してきている

[1.2.3]。 このような周期運動は、ミクロ水滴が荷電の運搬体としての役割を担っていると

し、電極によって誘起される、静電場と誘電場の両方の効果をとりいれることによりに因る

と、説明できることも明らかにしてきている。 

今回は、ミクロ水滴を固体のプラスチックのミクロ粒子に置き換えた場合の実験結果を中

心に発表する。Fig. 1 には実験装置図を示す。針状電極の間に油中の粒子を設置し電圧を印

加することによって粒子の運動が見られる。Fig. 2 に、シリコンオイル中にアニオン性の界

面活性剤 Di-(2-ethylhexyl)phosphoric acid (0.5M)を加えたときの、polyethylene(PE)粒子の回転

運動の様子を例示した。ミクロ水滴の場合には、二つの針電極の中央の位置で回転運動や往

復運動が生じたが、この PE 粒子では、電極の中間ではなく、その直交鉛直方向にずれた位

置で公転運動することを見出した。さらに、ミクロ水滴では公転運動の角速度がほぼ一定で

あったが、PE 粒子では一回転の間で角速度が特徴的な増減を示すことも明らかとなった。 
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